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　第28代国際歯科学士会日本部会の会長に就任してから、早いもので一年が経過しました。

　初代会長でいらっしゃった福島秀策先生が1957年に日本部会の会長職についてから58年が経過しようとしていま

す。ということは間もなく日本部会発足60年の節目を迎えることになります。当初、20名前後の会員数でスタート

した本会は1968年には約100名、1978年は280名、発足40年後には400名を超える会に順調に発展してまいりました。

丁度この時期、つまり1986年に、私は桜井善忠フェロー、一ッ子邦泰フェローの推薦のもと本会に入会いたしまし

た。大学院を卒業し医局に残る傍ら小さな診療室を作り、大学での研究の合間にほんのわずかではありますが、臨

床にも携われる環境を整えるようにしておりました。大学院では基礎系生理学が専攻でありましたので、臨床から

あまりかけ離れてしまうのが少し不安でもありましたからです。

　生理学会に出席いたしますと、本会第11代会長河村洋二郎先生（のち第15代会長にも再任）が学会長を務めてお

られ、各大学、研究者から出される新しい考え方、知見などの発表を手際良くまとめ、整理し学会の雰囲気を盛り

上げ、出席者同士との交流を図るコーディネーターとして活躍されている姿を目の当たりにして、当時の私にとり

まして河村洋二郎先生は神のような存在でした。

　時が流れて、本会に入会してから暫く後の日本部会の懇親会に出席いたしますと、乾杯のご発声がなんとその時

の河村洋二郎先生でした。

　同じ土俵に居る今の自分の存在が信じられず、その時ほどこの会の有難味を感じたことはありませんでした。生

理学会の時には側にも近寄れない雲の上の先生が気軽に声をかけてくれました。国際歯科学士会の持つ大きな魅力

と感じました。

　そしてまた時は流れて、2010年代頃から少しずつではありますが、会員数の減少という現象が見え隠れしてまい

りました。

　原因はいろいろあるでしょう。歯科界の構造、社会の構造、組織の構造など今までとは全く違った価値観の存在

が、我々の日本部会にも影を落としはじめてきておりました。

　国際歯科学士会に籍を置くこと、これは何を意味するのでしょうか。

　この会の発足当時の理念を今一度考え、この会の発展の為何をしなければいけないかを一人一人の会員が世代を

越えて意見の交換をしていかなければならない、そんな時の流れにきているかもしれません。

時の流れに

（一社）国際歯科学士会日本部会会長

小　林　菊　生
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　It�has�been�passed�a�year�since�I�become�the�president�of�the�28th�International�College�of�Dentists�Japan�

Section．

　The�first�president�was�Dr．Syuusaku�Fukushima，Who�was�elected�by�the�Japan�Section�in�1957，and�59�

years�have�passed�since�then．In�other�word，this�organization�will�have�its�60th��anniversary�next�year．

　The�International�College�of�Dentists�Japan�Section�started�with�around�20�members� in�the�beginning．By�

1968，it�was�up�to�100�members．In�1978，there�were�280�members�and�40�years�after�its�establishment，the�

organization�grew�steadily�and�counts�up�over�400�members．In�1986，I�became�a�member�of�this�organization�

on� the� recommendation� of� the� feIlows�Dr.�Yoshitada� Sakurai� and�Dr.�Kuniyasu�Hitotsuko．I� started�with� a�

small� clinic� after� I� finished�my�degree� at� graduate� school．While�managing�my�business，I�was� continually�

researching�in�a�medical�department�in�a�university，also�spending�as�much�time�as�possible�studying�in�clinical�

pathology．Because�my�major�was�basic�physiology，I�was�anxious�stop�away�from�the�clinical�field．

　At� the� time� I� attended� the� Physiological� Society� of� Japan，Dr．Yojirou�Kawamura，who�was� the� 11th�

president（and�was� re-elected� as� the� 15th� president� as�well），did� excellent�work� on� organizing� new�

development� of� theories� and� knowledge�which�were� published� by�many� universities� and� researchers．He�

provided�a�good�environment�in�the�society�and�moreover�was�dedicated�as�a�coordinator�for�the�attendees�to�

expand�an�exchange�of�ideas．I�witnessed�Dr.�Kawamura’s�great�success�with�my�own�eyes，and�he�earned�

my�highest�respect．

　Time�moves� on．There�was� a� social� gathering� after� I� entered� the� I.C.D.，Japan�Section，and� I� found� out�

that�Dr.�Kawamura�would�be�giving�a�toast�at�the�party．It�was�an�honor�to�be�on�the�same�stage�as�where�he�

stood，and�I�could�have�never�experienced�this�if�I�had�hesitated�to�enter�the�organization．It�was�a�surprising�

and�precious�experience�when�Dr.�Kawamura�came�up�to�me�and�had�a�casual�conversation�with�me�because�

he�was�famous�as�a�highly�respected�doctor．

　Over�time，the�number�of�fellows�has�been�slightly�decreasing�since�the�2010s．Many�reasons�for�this�can�be�

considered，such�as�changes�in�the�dental�market，the�society，and�the�structure�of�the�organization．Many�

factors�are�different�from�in�the�past．

　In�conclusion，the�role�of�the�organization�has�becomes�less�clear�with�the�passage�of�the�time．What�do�we�

need�to�do�to�revitalize�our�role�in�this�important�organization?　Now�is�the�time�where�we�have�to�look�back�

on�the�basic�philosophy�of�its�establishment�and�moreover，Our�fellows�need�to�exchange�opinions�across�the�

generations．

Time　moves　on．

 KiKuo Kobayashi

President�of�I.C.D.,�Japan�Section


